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地域学習が社会科の学習にとって，出発点であり基
盤であるという認識は，今日かなりの一般性をもって
いる。それは，地域学習が子どもたちのさまざまな能
力の育成を可能にするという特性に着目しているから
である。しかし，教育現場では地域学習は難しいとい
い，研究者の側は地域学習の特性が生かされていない
という声が，今日においても聞かれるのはなぜか。
これは，F‾能力」のとらえ方における２つ の問題 に
集約される。　１つは，「能力」を「力」 ととらえるこ
とによる混乱である。「力」ととらえることによって，
認識内容が不明確になり，評価の基準があいまいにな
る。そこで，地域における様々な事象のなかで，何を
学習させるのかという認識内容の質が問われなくては
ならない。本研究では，経済の視点から地域を見るこ
とを基盤にしている。
能力のとらえ方の問題の２つ目は，能力育成 の 厂方
法」に関することである。つまり，能力の 厂育成が可
能である」ということと，能力を「育成する」という
ことは同義ではない。そこで，能力を育成するために
は，まず育成する能力 の明確化が課題になる。本研究
は，こうして問題意識のもとに，意図的な能力育成の
あり方を検討している。
Ｉ　地域経済学習成立の３条件
地域経済学習は，以下に示す３つの成立条件を有し
ている。認識内容の設定・開発と保全の接点の設定・
認識方法の設定の３つである。
さて，今日のように経済の占める位置が大きくなる
と，地域において，経済開発と環境保全の関わりが問
題になってきた。そこで，本研究では地域を「自然環
境に支えられた経済＝地域経済」という視点から分析
することにした。従って，地域の特質を「地域経済の
特質」としてとらえ，この地域経済の特質を認識内容
の中核に位置付けることにした。
しかし，地域経済の特質を子どもたちに直接教える
ことはできない。そこで，「開発と保全の接点」を問
題にする地域学習の学習過程の設計が必要になる。開
発と保全の接点については，ここでは環境保全に留意
した開発の方法・工夫としておきたい。この開発と保
全の接点は，地域の特質を反映していると考えられる
ので，この接点を追求させることにより，その地域の
特質を理解させることができる。
また，将来的に地域の豊かさを実現するためには，
接点を追求させるだけでなく，自分たちで接点につい
て検討させていく必要がある。そのためには，接点に
ついて自分の考えを明らかにする「技術」の習得が求
められる。今回は，聞き取りと未来予測の技術の習得
について論じている。こうした技術の習得が，認識方
法の中核となる。
以上のことから，開発と保全の接点を探る学習を
厂地域経済学習」として構想した。
n　 地域経済学習の成立条件と授業構成理論
１．認識内容（地域経済の特質）の設定
概念的知識の習得 は，科学的社会認識の形成にとっ
て意義がある。（1）そこで，地域経済の特質も分析視点
ごとに概念的知識の形で整理し，認識内容の構造化を
図った。そして，その主要概念を設定するにあたって
は，地域経済の動向を左右する日本経済の特質を分析
した。（次頁図１参照）。なお，地域経済の特質は，地
域の自然環境に設定されているので，環境の特性を考
慮する必要がある。なぜなら，これからの地域では環
境保全の枠組みの中で経済開発が行われる必要がある
からである。また，こうした視点からの地域活性化の
情報を整理して，構造図に加えることにした。そして，
授業を設計する際に，認識内容の目標はこの構造図の
概念的知識をもとに作成されることになる。
２．開発と保全の接点の意味と設定
地域経済の特質を理解させるにあたって，着目した
のが「地域の開発」である。何らかの投資を伴う地域
の開発は√地域社会を一変する力がある。従って，開
発が行われるまで見えなかった地域経済の特質が一気
に現前する。つまり，地域の開発が行われることによっ
て，地域住民 は改めて自分たちの地域を見直し，地域
経済の特質についての理解が深まる。そこで，地域経
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済の特質を理解させるために，地域の開発を取り上げ，
教材化を図っていく必要が生じる。さて，地域の開発
を教材化する際には，３つの学習内容を理解させるこ
とが必要である。（図２参照）
開発の
内容
地 域 の 実 態
開 発 の 目 的
開発の方法・工夫
乏しい
｜
具体性
↓
豊か
＜図２＞開発の学習内容と特性
終
｜
学習過程
↓
始
このように開発における地域・手段・影響（意味）
の３つが，因果関係的に理解されることによって，地
域経済の特質が明らかになっていく。
ところで，地域の開発を学習させるとき，子どもた
ちに， この３つの内容をどのように学習させればいい
のだろうか。開発の「地域」をそのまま学習させたの
では，網羅的な学習になる。「目的（ここでは，開発
の影響・意味も目的の一つとしてとらえ ている）」を
学習させるのも，目的自体は多岐にわたり見えにくい
ことが多く，具体性に乏しい。従って，子どもたちが
最も追求しやすいのは，目に見える「手段」である。
つまり，開発における 匚方法・工夫」である。そこで，
開発を学習させるときには，厂方法・工夫」を追求さ
せることを通して，「目的」を明らかにしていく。 そ
して，目的は地域の実態を反映して設定されているの
で，「地域」の特質（実態）をつかむことになる。
また，本研究では，地域の特質を経済面と環境面か
らとらえようとしているので，方法・工夫は，地域の
経済と環境の特質が明らかになるものでなければなら
ない。そこで，地域の経済と環境の特質が理解できる
ような方法・工夫を取り上げる必要かおる。そうした
方法・工夫を，本研究では 厂開発と保全 の接点」（以
下「接点」と表す）と呼んでいる。そして，具体的に
は，次のような方法・工夫に着目した。　１つは，開発
を実行する際に表面化する賛成・反対， もしくは部分
的に賛成・反対など様々な住民の立場を集約した方法
である。賛成派は開発の立場を，反対派は保全の立場
を代弁している場合が多い。もう１つは，経済開発と
環境保全の両立をめざした工夫である。本稿には，２
番目の性格をもつ工夫を，接点として授業設計した授
業モデル（各地のくらし単元）を載せている。こうし
た方法・工夫を，接点として子どもたちに追求させる
と，地域経済の特質の理解が深まる（図３参照）。
３．認識方法（習得技術）の設定
さて，何らかの開発が行われている場合（「各地の
くらし」単元の場合）には，接点が明らかに存在する
＊接点が存在する場合　　 ＊接点が存在しない場合
以前 の地域
↓ 経済
囲
↓
地域経済
へ の影響
Ｌ
以前 の地域
↓ 環境
?
?
?
?
?
―
?
―
地域環境??
地域経済 の特
の
↓ 現状　　 ↓ 現状
言 言
接点
なし
↓　　 ↓　　 ↓
地 域経済　開き　地域環境
の予 測　　 取り　の予測
L
tｏt ｏｎ
」
＜図３＞地域経済学習の内容構成
だろう。しかし，現在の開発のように，開発自体が計
画中ないし進行中の場合は，接点が明確に見えてこな
い。接点がないとは，現実に開発の方法が実行に移さ
れていないことを意味する。この時に必要なのが，自
分たちで接点を検討できる「技術」である。
先に述べたように，最終的に，接点 には様々な住民
の意見が集約されることになる。従って，様々な住民
の意見を聞き取ることで，接点の妥当性を検討してい
くことができる。つまり，計画されている開発の方法
が妥当なものかどうかを判断できる。そして，聞き取っ
た住民 の意見自体が，子どもたちの未来予測の根拠と
なり，将来の地域に必要なものかどうかを判断できる
ようになる。このように，接点を検討していくことが
技術習得を可能にする。また，技術習得のなかで，付
加価値の増大のために自然の改変を必然とする現在の
開発の特質を理解させることができる。
Ⅲ　社会科授業実践例の分析
１．認識内容の分析
地域の開発を扱った従来の実践について，表１のよ
うな認識内容の分析表を作成し，設定されている知識
内容を分析した。そこで，概念的知識習得に寄与する
「実態理解」と「影響理解」の知識内容に視点を当て
類型化して分析することにした。
＜表１＞認識内容の分析表
段階し て 現象的把握 本 質 的 把 握経 済 面　 ｜　 環 境 面
開発
内容
実 態 理 解
地 域 経 済 の 実
態 の知 識内容
地 域 環 境 の 実
態の知 識内容
手 段 理 解
経 済 開 発 の 方
法 の知識 内容
環 境 保 全 の 方
法の知 識内容
開発
意味
影 響 理 解
地 域 経 済 の 影
響 の知識内容
地 域 環 境 の 影
響 の知識内容
分析の結果（次頁表２），従来の授業実践の多くは
地域経済の特質を理解させるための知識内容が設定さ
―  17 ―
＜表２＞概念的知識習得の類型分析結果
類型 実態理解 影響理解 開 発単元
各地のく
らし単元
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
現 象 的
現 象 的
本 質 的
本 質 的
現 象 的
本 質 的
現 象 的
本 質 的
26
0
19
5
31
1
16
2
れていないので，概念的知識の習得は難しい。
２．開発と保全の接点 の分析
地域の開発を取り上げるにあたって，授業者が開発
と保全の構造をどのようにとらえて学習させようとし
ているかを知るためには，中核となる問いである 厂な
ぜ疑問」に着目する必要がある。そこで，開発と保全
の構造を，匚なぜ疑問」 によって類型化した のが， 図
４である。匚開発理由解明型」では， なぜ疑問が 匚保
全」の方向に向けられている。つまり，開発が行われ
た背景である「環境の特質」を問うなぜ疑問である。
しかし，このなぜ疑問は，開発を前提として授業が展
開されるので，開発のもっている問題性を明らかにで
きないＯまた，「開発問題解明型」で は， なぜ疑問が
「開発」の方向に向けられている。つまり，匚開発の問
題性」を問うなぜ疑問である。しかし，このなぜ疑問
は，保全を是とする価値観に支配されて，環境の役割
を客観的に理解させることができない。さらに，以上
の２つのなぜ疑問が問題なのは，なぜ疑問によって追
求する対象が抽象的な場合が多く，学習に具体性が欠
けるからである。そこで，匚開発接点解明型」で は，
開発をめぐる価値観を極力排した上で，開発と保全の
両面に配慮したと思われる 厂接点」を問うなぜ疑問で
ある。つまり，子どもたちにとって具体性のある開発
の方法や工夫を問うなぜ疑問である。本研究で，最も
価値を置いているのが， このなぜ疑問である。なぜな
ら，この型のなぜ疑問によって問うことにより，その
地域の経済や環境の特質（地域経済の特質）の理解が
深まるからである。
廡
一
戸 川 嚮 貫ﾐj
廡 卜 回 凛 黙 豐ﾔ
Djjj] 一開発接点解明型-,ﾘj
三]｢
なぜそこに置かれ
環境の特質を追求 す
るなぜ疑問
開発 の問題性を追求
するな ぜ疑問
地域経 済の特質を 追
求 するなぜ疑問
＜図４＞開発と保全の構造におけるなぜ疑問の類型
従来の実践における「なぜ疑問」を抽出して，分析
した結果が表３である。従来の実践の多 くは，開発と
＜表３＞なぜ疑問の類型分析結果
類　型
開発理由
解明型
開発問題
解明型
開発接点
解明型
そ の他 合　計
開 発単元
各地単元
32
33
３
０
４
２
11
15
50
50
保全の接点の設定がされていないので，学習に具体性
が欠けたり，価値注入的な授業が行われたりする恐れ
がある。また，接点が設定されていないので，地域経
済の特質が明らかにならない。
３．技術習得の分析
現在の開発を取り上げた従来の実践において，どの
ような技術を習得させようとしているか，また意図的
に習得させるように授業が設計されているかを，表４
のような認識方法の分析表によって分析した。この分
析表によって，各学習段階における技術を分析した。
＜表４＞認識方法の分析表
段　　 階 学　習　 内　容
問題発見 現在の開発 にお ける問 題状況 の設 定
仮　　 説 問題状況 の解決 のための方 法の検討・選定
検　　 証 選んだ方 法による資 料化・ 検証
結　　 論 資料を もとにした自分の考えの明確化
＜表５＞技術習得の分析結果
学習段階 聞き取り 未来予 測 資料活 用 見　学 討　議
問題発見 16 １
仮　　 説 ２ ８ ２
検　　 証 １ ４ ３
結　　 論 １ １ ３
計 ２ ２ 29 １ ８
従来の実践の多くは，知識習得の手段として技術が
選定されているので，どうしても技術習得が軽視され
やすい。従って，ある技術を系統的に習得させること
ができない。また，資料の読み取りに重点が置かれ，
「聞き取り」や「未来予測」の技術を意図的系統的に
習得させようとする実践はない。「調べる社会科」 が
重視されている今日，問題となるところである。
以上のように，従来の実践は地域経済学習が有する
３つの条件を満足するものではない。
Ⅳ　地域経済学習の学習過程と授業モデル
１．地域経済学習の学習過程
学習過程は２つ作成した。　１つは，接点を「追求」
させることを通して，地 域経済 の特質を理解させ る
－18 －
「基本的学習過程①↓ であり，もう１つは，接点に
「接近」していくことを通して，技術習得を可能にす
る 匚基本的学習過程②」である。この２つめの学習過
程には，聞き取りと未来予測の技術習得のプロセスが
意図的に組み込まれている。表７の①～⑩までの番号
と図５の技術内容が対応している。
＜表６＞地域経済学習の基本的学習過程①
認
識
学習過 程 学　習　内　容
現
象
的
把
握
① 厂地域」の
現 象的把 握
地域の現状につ い てあ らゆ る面 から
調べさせる。 そ の地 域 の全 体的 な情 報
収集をする。 ま た過 去 の地図 との比 較
をさせ違いに気づかせる。
②「目的」の
現 象的把握
地域の現状 につい て調 べ る中 で そ の
地域の開発の きっか け とな っ た事 象に
気づき， 開発 の全体 像をつかむ。
③「方 法」の
現 象的把握
開発と保全 の接 点 と な る工 夫 に つい
ての具体的状況に つ いて知 り， 何 らか
の疑問を もつ。
④なぜ疑 問の
設定
接点についての 匚なぜ 疑問」 に つい
て自分の予想を立て る。
本
質
的
把
握
⑤「方法」の
本質 的把 握
接点 についての「 なぜ 疑問」 に つい
て資料を収集す る なかで 経 済的 な 効率
や環境への配慮に気づ く。
⑥「目的」の
本質的把 握
開発以 前の状態 を調 べ て， 地 域 経済
や環境が変化し た ことを 資 料を もと に
明らかにする。
⑦「地域」の
本質的把 握
一つの開発を めぐ って 地 域が 変 動し
た様子から， 地域 開 発 の問 題点 や環 境
保全のあり方について検討する。
＜表７＞地域経済学習の基本的学習過程②
諳畑き取り
未来
予測
習 得する技術内容 習得する認識内容
問
題
発
見
① aE
論争 問 題 に対 する 判断
の根拠 を 明 らか にす る た
めには「 聞 き取 り」 が有
効であ ることに気づ く。
現在 進行 中 の開 発
につい て資 料 読 み取
り・観 察・ 見 学 など
で内容 を調 べ 問題 点
に気づ く。
仮
説
凛⑩
自分 の 意見 を 根拠づ け
る には， どん な立 場 の人
にどん な こと を質 問 をす
れば いい かを決定 する。
問題 点を 解 決 する
ために， 開 発 が完了
した場合， 影 響を受
ける と思 わ れる人 々
について 話 し合 い，
情報収 集 の準 備 とす
る。
検
証
j?⑥
⑩
聞 き取 り の結果 を も と
に， それ ぞれ の立 場 の人
の意見 の 根拠 が明 らか に
な る資 料を 探 し たり 作成
したりす る。
開発 と保 全 のそ れ
ぞれ の問題 点 や利 点
につい て情 報 を収 集
し，そ の情 報 に関 連
する資 料を もと に将
来を予測す る。
結
論
⑥
⑦
⑩
⑩
いろ いろ な立 場 が反 映
され た資料 を 読 み取 って
未来を予 測 し， 自 分 の考
えを明らか にす る。
今後 の地 域 の開 発
と保全 はど う ある べ
きか地 域活 性化 の情
報を手が かり に， 自
分の考え を 明 らか に
する。
,＊聞き取り の技術
(技術の視点)
聞き取り
の理由
?
?
?
?
聞き取 り
のし方
聞き取り
の分析
?
?
(習得 する技術内容) (学習段階)
①　なぜ聞き取りが必要か考えるこ 一 問題発見
とができる。
②　どんなことを聞けばよいか考え 一　 仮説
ることができる。
③　 だれに対 して聞けばいいか考え ー
ることがで きる。
④　 聞き取り のマナ ーについて考え ー
ることができる。
⑤　 聞き取り に必要な物について準 一
備することができる。
‾[⑥　 聞き取 った内容を事実と意見に ー
整理すること ができる。
⑦　 聞き取 りの結果から傾向性や問 一
題点 を見つ けることができる。
仮説
検証
検証
結論
結論
＊未来予 測の技術
未来予 測　　⑧　 なぜ未来予 測が必要か考えるこ 一 問題発見
の理由　
Ｔ
とができる。
⑨　 どんなことが論争問題か考える 一 問題発見
ことができる。
未来予 測　　 ⑩　自分の立場を選択することがで 一　 仮説
のし方　　　　 きる。
一命　 根拠となる事実を収集したり作 一　 検証
L
成したりすることができる。
⑩　 事実を もとに今後の傾向性を予, 一　 検証
測することができる。
未来予 測　　 ⑩　予測した結果から価値ごとに利 一　 結論
の分析　
１
点や問題点を 整理することができる。
- ⑩　未来についての合理的な意志 決 一　 繕論
　　
［　
O
Ｔ　
結
定することができる。
＜ 図 ５＞ 技 術 内 容 の 構 造
２． 地 域 経 済 学 習 の 授 業 モ デ ル
基 本 的 学 習 過 程 ① は， 接 点 が 存 在 す る 「 各 地 の く ら
し単 元 一沖 縄 －」 を 例 に授 業 モ デ ルを 作 成 し た。 こ の
授 業 モ デ ルで は， 接 点 を 宮 古 島 の 厂地 下 ダ ム」 に し て
い る。 地 下 ダ ム は 従 来 の ダ ム に 比 べ て ， 環 境 に 与 え る
影 響 が 少 な く， 開 発 と 保 全 の両 面 に配 慮 し た 工 夫 と い
え る。 ま た， 水 は す べ て の生 活 ・ 産 業 の基 盤 で あ り，
こ の水 不 足 に沖 縄 は 悩 まさ れ続 け， 暮 ら し を 適 応 さ せ
て き た。 い わ ば， 沖 縄 の歴 史 は，「水 開 発 」 の 歴 史 で
もあ る。
そ こで ， ま ず沖 縄 の 暖 か さ と 降 水 量 の多 さ な ど の 自
然 条 件 に つ い て 概 観 さ せ た あ と， 匚降 水 量 が 多 い の に
水 が 不足 す る」 と い う 矛 盾 に気 づ か せ る。 さ ら に， こ
の疑 問 を 解 決 す る た め に， 地 下 ダ ム に着 目 さ せ る。 今
回 は，「 な ぜ， 地 下 に ダ ム を つ く っ た の か 。」 と い う 開
発 接 点 解 明 型 の な ぜ 疑 問 を 追 求 さ せ る こ と に よ り， 沖
縄 の地 域 経 済 の特 質 に 気 づ か せ て い く 「第 ４時 」 を 載
せ て い る 。 本 時 は ，「 基 本 的 学 習 過 程 ① 」 の ④ と ⑤
匚方 法 」 の本 質 的 把 握 に あ た る部 分 で あ る。（2）
＊小 単 元 の指 導 計 画 （ 全 ８ 時 間 ）
第１次　 沖縄の自然と人々のくらし
第２次
第３次
-19-
４時間
・沖縄の位置と気候　　 ・沖縄の家づくり
・水資源の確保（本時）
変 わりゆく沖縄の農業開発
沖縄の人々の願い
・軍用地と観光開発
２時間
２時間
・気候柴生かした農業　・農家の人々の工夫
・人々の願いと努力
第4 時
過
程
主な発問・指示
(指導上の留意点)
予想される児童 の反応
開
発
方
法
の
本
質
的
把
握
・宮古島はどんな島か。
( 地図 ・写 真等を 使 って
宮古島を概観させる｡)
・沖縄本島の南西にあるo
・面積は158kj であ るo
・か つて大 きな台 風 に襲 われ た
・ 大 き な 川 は な いo
（宮古島では）どのよ うにして水を 得ていたのか。
( 大き な川 がな いこ とや
井 戸水 で はたく さん 運べ
ない こと など， それ ぞれ
の方法 の不 備な点 を 比較
検討 させ， 最終 的 に地下
ダムに気づかせる｡)
・川から水を引 く。
・雨水を水か めに貯める。
・屋 根か ら落ち る雨 水を貯 め る
・ 井 戸 水 を 使 う。
・ ほら あ な の水 を 使 うｏ
・ 水 が あ る と こ ろか ら 運 ぶo
なぜ地下にダムを建設したのか。
・ 自分 なり の予 想を 立て
発表してみよう。
(地 下 ダム の図を示 し，
地 下 ダム の全体 像 につい
て説明する｡)
( な るべ くた くさん の予
想が 出る よう に理由 は問
わな いで 自由 に発 表させ
る｡)
・ 自分 の予想 があ た って
い るか どう か確か めて み
よ う。
( 資料 を もとに 理由 づけ
を させる。 この 作業 のな
か で環 境 の特質 につ いて
気づかせる｡)
・用 水が引 け ない ので はない か
・ 大 き な ダ ム を つ く る 場 所 が
な い ので はな い か。
・ 雨 が あ ま り 降 ら な い の で は
な い か 。
・ 地 下 に ダ ム を 作 る ほ う が 安
くで きる か らで はな い か。
・ 地 下 に ダ ム を つ く っ た ほ う
が い い こ と が あ る か ら で は な
い かo
・ ダ ム を つ く る の を 反 対 し た
か らで は ない か。
・ 大 き な ダ ム を 建 般 す る 必 要
は なか っ た の で は な い か 。
・ 地 下 水 を た め る た め で は な
い か。
・ 日 照 り が 続 い て 湧 水 だ け で
は足 り な く な っ た か ら で は な
い か
・ 大 き な 川 が な い の で 用 水 は
引 け な い 。
・ 平 ら な 島 だ か ら 大 き な ダ ム
は つ く れ な い 。
・ 地 下 に ダ ム を つ く る の で 立
退 き 料 な ど 費 用 の 節 約 が で き
るｏ
・ 雨 は た く さ ん 降 る が 島 が 水
を 通 し や す い 岩 で で き て い る
の で 川 が 発 達 しな い 。
地下 にダムをつくると，どんないいことがあるか。
( ただ し， 下流 地域 への
影響 や地下 水 の汚染 の問
題など もあ る ことを 知ら
せ， 安 易 な価値 判断 は避
けるo)
(地 下 ダ ムは， 開発 と保
全の接 点 に位置 付 くこと
に気づかせるo)
・地下にダ ムを つ くる と自然 破壊
の心配はない。
・地上のダ ムのよ うに 水没 する地
区がない。
・ ダム決壊な どの災 害 の心配 が な
い。
・壁がある ので塩 水が 侵入 する こ
と はない。
・飲み水など の生 活用 水が確 保 さ
れる。
・さとうき びなど の農 作物 に十 分
な水を与えることがで きるo
基本的学習過程②は，「現在の開発一益田の開発」
を例に授業モデルを作成した。地元益田市では，石見
空港開港を契機に，周辺地域のリゾート開発が計画さ
れている。本単元では，この中のゴルフ場計画に視点
を当てて授業を設計した。確かに，現実には資本力に
よって実現可能かどうかが判断される場合が多い。し
かし，教育現場ではあえて問題化することによって，
地域に対する理解を深め，技術の習得を可能にする。
そこで，まずゴルフ場建設を問題化したあと，ゴル
フ場建設の是非について考えさせる。そして，感情的
な価値判断に陥らないように，聞き取りの必要性に気
づかせる。今回は，どのように聞き取りをすればいい
かを理解させる「第２時」を載せている。次時に，聞
き取った情報をもとに，客観的な資料と照らし合 わせ
て未来予測をする第３時につなげていく，なお，本時
は「基本的学習過程②」の 匚仮説」段階に当たる。（3）
＊小単元の指導計画（全 ３時間）
第１次　石見空港ができて
・石見空港の役割　　・ゴルフ場の建設計画
第２次　 聞き取り調査
第３次　 これからの益田
第２時
・立場の違う人々
２時間
(本時)
課外
１時間
生活の豊かさを求めて
過
程
主な発問・指示
(指導上の留意点)
予想さ れる児童の反 応
仮
説
賛成・反対 の理由を調べるためにど のような方法を 用い れ
ばいいか。
(情 報収 集の ため の聞 き
取りに気づか せる｡)
・資料を探す。
・いろいろな人に闘く。
ｌ　　　自分の意見の証拠をみつけるためにど うしたらいいか
・何について闘くか。
( 建設 の影響 の予 測 のた
め に聞 くこ とが必 要で あ
ることに気 づかせる｡)
・だれに聞くか。
(多 くの情報 を 得る こと
が 客観 的な 判断 がで きる
ことに気づかせるo)
・賛成派 は経済効果に着目 する。
・反対派 は自然破壊に着目する。
・一般 の人を 代表 して 親， 近 所の
人などに闘 く。
・彫響を受 ける と思 わ れる商 業関
係者や行政関係 者， 漁 業関 係者，
農業 関係者 などに も聞くｏ
検
証
｜　　　　　　 聞き取りはどのように行えばよいか。　　　　　｜
( 聞 き取り の経 験は十 分
で ない ので 具体 的な所 ま
で指導するo)
( 聞 く内容 につ いて は教
師が点 検 したり 訂正 した
り する｡)
(聞 き取り カ ードを つ く
り， 話し 合い の結果 や聞
き取 り の結 果を 書 き込 め
るようにしておく｡)
・闘 き取 ると きに はどん
な こと に気 を つけ たら い
いかo
(理 由 に着目 させ るこ と
で資 料 に基づ い た判 断 の
必要性に気づかせる｡)
・賛 成 派， 反対 派 それ ぞ
れ の グループ に わかれ て
聞き取りの準備をしよう
・聞く相手 の立 場 は賛成 か反 対か
聞く。
・賛成反対 の理由について聞く
・賛成派は観光 客 が増加 し特 産品
などの販売 によ っ て商業 活動 が活
発になることに 関す る情報 や， 益
田市の産業が 停滞 してい る こと に
関する情報を 収集 する ことを 目 的
とする。
・反対派は建 設 によ って自 然が 破
壊されたり 水が汚 れ たりす る こと
の危険性に 関す る情報を 収 集 する
ことを目的とする。
・賛成，反対 の理 由 につい てで き
るだけ詳しく聞くＯ
・ その人の 理由を 証 明で きる資 料
や情報 はないか確認する。
・理由を証 明で きる資 料が な い場
合はど うして調べたらいい か聞 くＯ
・目的とな る情報 が 得ら れない 場
合は自分だ ちか ら問 いか けて情 報
収集を行うＯ
・ ３～ ４人 ぐら いの グル ープ にわ
かれて準備をする。
【注及び引用文献】
１）岩田一彦編著『小学校社会科の授業設計』東京書
籍　1991. 3. pp.33-45 を参考にし た。
２）３）全時間の指導細案については，岡本昌浩「開
発と保全の接点を探る地域経済学習」兵庫教育大学
大学院修士論文(1993 年度）を参照されたい。
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